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（１４時００分 開会） 

 

岡田教育長 

  ただいまから平成３０年第９回茨木市教育委員会定例会を開会いたします。 

  本日は委員会を傍聴したいとの申し出がありますので、ここで入室していただきます。 

  それでは傍聴者を入室させてください。 

 

   （傍聴者入室） 

 

岡田教育長 

  本日の出席者は５名でありまして、会議は成立いたしております。 

  なお、本委員会には部長以下、説明員の出席を求めております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  日程第１「会議時間の決定について」を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は午後４時までといたしたいと思いますが、異議ございませんか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  異議なしと認めまして、本委員会の会議時間は午後４時までと決定いたします。 

  日程第２「会議録署名委員指名について」。 

  本件は、茨木市教育委員会会議規則第１７条の規定により、武内委員をご指名申し上

げますので、よろしくお願いいたします。 

  日程第３「諸般の報告」を行います。 

 

乾教育総務部長が報告 

 

岡田教育長 

  以上の報告について、質問ございませんか。 
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片山委員 

  それでは、私からは、４月２５日から６月２５日にかけて開催されました、第２０回

茨木市立文化財資料館企画展、太田茶臼山古墳と古市古墳群について、お伺いいたし

ます。 

  非常にたくさんの方がおみえになっていますが、考古学ファンにとっても非常に興味

深い内容だったのではないかなというふうに思います。茨木市の太田茶臼山古墳と古

市古墳の大王墓と言われる古墳とが非常に形がよく似ているということが報告されて

います。加えて、出土した円筒埴輪のつくり方ですね、その調整技法についても、遠

くの古市古墳と似通っているというようなことが報告されています。それから、形象

埴輪への期待ということで、この形象埴輪の検討が進めば、三島と古市古墳群、この

両者の関係がもっと明らかになっていくということなんですが、この形象埴輪という

ものはどういったものなのか、ご説明いただけますでしょうか。 

 

乾歴史文化財課長 

  形象埴輪についてでございますが、蓋形の埴輪であったりというのがあるんですけど

も、特に今回は、茨木市の郷土史研究家の免山篤さんのコレクションの中に墓山古墳

の人型埴輪がございまして、こちらが非常に貴重なものだったんですけども、なかな

か展示の機会がなかったということで、今回、こちらの分と太田茶臼山の円筒埴輪に

非常に関係性があるというところで、今回の企画展において展示させていただきまし

た。 

 

岡田教育長 

  質問の途中でございますが、委員会を傍聴したいとの申し出がありますので、ここで

入室していただきます。 

 

   （傍聴者入室） 

 

岡田教育長 

  それでは、再開いたします。 
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片山委員 

  いろんな形の埴輪があるということでございますが、これを研究されますと、その茨

木の太田茶臼山古墳と古市古墳群との関係が、ある程度わかってくるということです

ので、ぜひともそういった研究を進めていただきたいなと思います。 

  現在、堺にあります百舌鳥遺跡とか古市古墳群は、世界文化遺産の登録に向けて、い

ろいろな動きをしておられます。三島地区にも、高槻に今城塚古墳というのもありま

すし、大きな古墳がこちらにもあるということで、こういう埴輪の研究の中で、古市

古墳群との関連性が明らかになってくれば、三島地域に、王権に深くかかわったとい

う時代があったということになろうかと思います。これから、そういう面で脚光も浴

びると思いますので、ぜひとも、研究を進めていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

 

武内委員 

  ６月３０日のキャンプカウンセラー激励のつどいについて、地震があってすぐだった

ので、どんな様子なのかなと思いつつ、参加したんですけれども、大きな被害はなく、

無事にキャンプができるという状況になったということで、よかったと思いました。

これから夏の間ずっと、たくさんの子どもたちが楽しみにして参加すると思いますの

で、安全面には十分気をつけていただいて、楽しい経験や思い出づくりができたらい

いなというふうに思っています。お疲れさまでした。 

  それから、別件で、６月９日の土曜科学教室ですけれども、昆虫の世界をのぞいてみ

ようという企画はすごくおもしろいなと思いました。桜通りなので、子どもたちが発

見できるのかなという気がしたんですけれども、結構興味深いことがたくさん発見で

きたということで、昆虫って、山の中にしかいないようなものと思いがちですけれど

も、そうじゃなくて身近なところにあるということが勉強できてよかったなというふ

うに思いました。 

  子どもたちの反応について、もともと昆虫好きな子が参加したのか、それともあまり

興味なかったけれど、参加することによって昆虫というものを見直すというか、新し

く興味がわいてきたというふうなことなのか、そのあたり、子どもたちの感想などが

ありましたら教えてください。 
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足立教育センター所長 

  当日の子どもたちの様子ですが、最初に観察に行く前に、講師の先生からいろいろと

指示がございまして、観察に行くときの視点を、そのときにたくさん与えてください

ました。その視点をもとに、子どもたちは観察を行いましたので、恐らくその説明が

なければ見落としてしまうようなものを、子どもたちはたくさん見つけていて、あ、

あのとき説明してもらったものがこんなところにあるなどと話しながら、本当に目を

きらきらさせながら、いろんなものを発見していた様子でございました。 

 

武内委員 

  これから夏休みに入って、子どもたちも、野外での活動をいろんなところで経験する

と思いますので、その取っかかりとして、とてもいい企画だったなというふうに思い

ます。ぜひ、こういうふうなことを続けていってほしいと思います。 

 

京兼委員 

  昔は、茨木も非常に自然豊かで、至るところにまだちょうちょやトンボとかセミがい

まして、私たちが子どものころは昆虫採集ということで、虫取りですね、子どもたち

が網で虫をとらえて、ピンでとめて標本をつくるというようなことがあったんですけ

れども、最近はそういうことはないんですよね。逆に、これだけ昆虫が少なくなると、

昆虫採集というのは、それでなくても少ない昆虫を減らすということでどうかと思う

んですが、最近の昆虫採集というのは、どういう形でしていらっしゃるんでしょうか。

自然との関わりで、特に昆虫の命を大切にするという観点で、殺すとか、つかまえて

もすぐに放すとか、そういう点の工夫は何かされているのでしょうか。 

 

加藤学校教育推進課長 

  各家庭でのことまでは把握できておりませんけども、学校で、例えば春の虫を見つけ

るとかいうようなときは、つかまえて、かごに入れて観察して、また終わったら放す

というようなことをしております。 

 

京兼委員 
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  それと、昆虫については、男の子は結構興味を持つと思うんですけれども、今回参加

した男女の比率はどのぐらいでしょうか。 

 

足立教育センター所長 

  参加した子どもたちですけども、大体、毎回来ている子どもたちが参加している様子

で、男女同じぐらいの人数でした。 

 

京兼委員 

  じゃあ、女の子も積極的にこういう昆虫に興味を持っているということですね。はい、

ありがとうございました。 

 

岡田教育長 

  ほか、何か質問ございませんか。 

  それでは、以上をもちまして、諸般の報告を終わります。 

  日程第４ 議案第２６号「平成３１年度使用茨木市立義務教育諸学校教科用図書の採

択について」を議題といたします。 

  事務局の説明を求めます。 

 

小川学校教育部長 

  議案第２６号、平成３１年度使用茨木市立義務教育諸学校教科用図書の採択につきま

して、議案説明をいたします。 

  本件は、平成３１年度に本市立小・中学校において使用する教科用図書の採択につい

てでございます。 

  小学校「特別の教科 道徳」及び中学校道徳を除く中学校の教科用図書の採択につき

ましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条及び同法律

施行令第１５条に基づき、本年度と同じ教科用図書を採択することとされております。

小学校道徳は、別表１「平成３１年度使用小学校教科用図書採択一覧表及び学校教育

法附則第９条関係教科用図書について」の光村図書出版の「道徳 きみがいちばんひ

かるとき」、中学校は、別表２「平成３１年度使用中学校教科用図書採択一覧表及び

学校教育法附則第９条関係教科用図書について」のとおり採択することをお願いいた
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します。 

  次に、小学校道徳を除く小学校の教科用図書についてでございます。 

  平成３１年度使用教科用図書採択替えのための新たな図書の検定申請が文部科学省に

なされなかったことから、採択にあたっては、４年間の使用実績を踏まえつつ、平成

２６年度の調査研究の内容等を活用することができることとされております。現在本

市で採択している教科用図書については、学校現場から大きな不都合は聞いておらず、

また、前回の調査研究の内容等を確認しましたところ、新しい学習指導要領で示され

ている「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」を行ううえでも適切で

あることから、別表１「平成３１年度使用小学校教科用図書採択一覧表及び学校教育

法附則第９条関係教科用図書について」のとおり、本年度と同じ教科用図書を採択す

ることを、原案として提案いたします。 

  次に、中学校道徳についてでございます。 

  本市教育委員会では、茨木市立義務教育諸学校教科用図書採択規則及び茨木市立義務

教育諸学校教科用図書選定委員会規則にのっとり、まず、平成３０年４月１８日に茨

木市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会選定委員（中学校道徳）及び諮問事項を

決定し、５月１日に選定委員の任命及び委嘱と諮問を行いました。次に、選定委員会

での決定を受け、５月２５日に調査員を決定し、５月２９日に任命いたしました。選

定委員会では、調査員会からの報告等を含めて慎重に審議をいただき、７月９日に教

育委員会が選定委員会委員長より答申を受け取りました。答申の中の選定教科用図書

とその他の教科用図書については、別表３にまとめております。中学校道徳について

は、１者の教科用図書の採択をお願いするものであります。 

  以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

岡田教育長 

  事務局の説明は終わりました。これより質疑を行います。 

  まず初めに、小学校「特別の教科 道徳」についてであります。小学校の道徳につき

ましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条及び同法施

行令第１５条に基づき、本年度と同じ教科用図書を採択することとされておりますの

で、別表１「平成３１年度使用小学校教科用図書採択一覧表及び学校教育法附則第９

条関係教科用図書について」のとおり、今年度と同じ光村図書出版「道徳 きみがい
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ちばんひかるとき」を採択することといたしたいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、小学校道徳につきましては、光村図書出版「道徳 きみがいちばんひかる

とき」を採択することといたします。 

  次に、中学校「特別の教科 道徳」を除く中学校教科用図書についてであります。 

  先ほどと同様に、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条及び

同法律施行令第１５条に基づき、本年度と同じ教科用図書を採択することとされており

ますので、別表２「平成３１年度使用中学校教科用図書採択一覧表及び学校教育法附則

第９条関係教科用図書について」のとおり採択することといたしたいと思いますが、ご

異議ございませんでしょうか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、中学校の道徳を除く中学校教科用図書につきましては、別表２「平成３１

年度使用中学校教科用図書採択一覧表及び学校教育法附則第９条関係教科用図書につい

て」のとおり採択することといたします。 

  次に、小学校「特別の教科 道徳」を除く小学校教科用図書についてであります。各

委員から何かご質問等はございますでしょうか。 

 

武内委員 

  先ほど部長からご説明いただきましたけれども、現在使っているこの小学校教科用図

書について、今のところ、現場というか学校から、また子ども、それから保護者のほう

から、特に問題があるというようなことは出ていないんでしょうか。 

 

尾﨑学校教育推進課参事 
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  現在、４年間使用してきておりますが、どの教科におきましても、指導しにくいとい

うことなどは聞いておりません。 

 

片山委員 

  今回の採択ですが、新しい指導要領の実施に向けての移行期ということですが、現在

の教科用図書で心配なところはないんでしょうか。使っていて、こういうところが心配

だなとか、そういうところはなかったですか。 

 

尾﨑学校教育推進課参事 

  新しい学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びによって資質能力の育成を目指

すということになっております。現在、ちょうど移行期間に当たるんですけれども、今

使用している教科書でも、例えば保健の教科書で言いますと、習得した内容が実践につ

なげられるように工夫されております。また、理科では、児童に問題意識を持たせ、科

学的な思考を促す内容になっているなど、今の移行期間、次の指導要領に向けて十分対

応できるものになっていると考えております。 

 

片山委員 

  はい、ありがとうございます。 

 

篠永委員 

  私のほうからは、それぞれ特徴のある教科書を選ばせていただいて、活用いただいて

いると思うんですけど、現場では、どのような形で授業が行われているのでしょうか。

幾つか教科の例を挙げてお答えいただきたいんですけども。私の記憶では、我々が選ぶ

最終選考の段階で、例えば音楽とか家庭科とかは結構意見が分かれたと思うんですけど

も、そのあたりについて、現場での授業の行われ方というか、そのあたりいかがでしょ

うか。 

 

尾﨑学校教育推進課参事 

  音楽ですけれども、音楽の教科書の特徴の一つとしましては、一つのテーマについて

複数の学習を組み合わせる構成となっていることです。例えば、音の重なりについて、
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リコーダー、合唱、合奏、鑑賞など、複数の学習活動を組み合わせて学ぶという授業が

行われております。 

  また、家庭科の特徴としましては、調理実習の手順が写真でわかりやすく示されてい

ることですけれども、生活での経験が少ない児童にとっても、わかりやすく、また意欲

的に学習するということにつながっているというふうに聞いております。 

 

岡田教育長 

  ほか、ご質問ございませんか。 

  それでは、小学校の道徳を除く小学校教科用図書につきましては、別表１「平成３１

年度使用小学校教科用図書採択一覧表及び学校教育法附則第９条関係教科用図書につい

て」のとおり採択することといたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、小学校の道徳を除く小学校教科用図書につきましては、別表１「平成３１

年度使用小学校教科用図書採択一覧表及び学校教育法附則第９条関係教科用図書につい

て」のとおり採択することといたします。 

  次に、中学校「特別の教科 道徳」について、協議をしていきたいと思います。 

  まず、別表３のとおり、選定委員会では、東京書籍、学校図書、日本文教出版の３者

を選定されております。教育委員会として、まず選定外となった教育出版、光村図書出

版、学研教育みらい、廣済堂あかつき、日本教科書の５者について協議をいたします。

各委員のご意見をお願いします。 

 

片山委員 

  教育出版以下５者の検討をいろいろさせていただいたんですが、私のほうからは、教

育出版について、少し問題があるのかなということで意見を述べさせていただきたいと

思います。 

  この発行者につきましては、カラーユニバーサルデザイン機構の認証を唯一受けてお

られるということでＣＵＤマークがつけられていまして、色覚の個人差を問わない、多
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くの人に見やすい教科書であるということで、そういう面ではいいんですが、一番気に

なりますのは、道徳の中でも、特にいじめの問題が大きな、中心的なテーマでございま

すが、１年生の教科書で、いじりといじめの違いを考えさせるという、３８ページの教

材ですが、その中で、あってもよいいじりを考えさせる問いが設けられております。こ

れを見ますと、いじめを肯定することにつながる、そういう可能性があるのではないか

ということで、このあたりが適切ではないなと感じました。 

  冗談半分に人をからかう行為がいじりと言われていますけれど、最初は笑って済まさ

れるようなことでも、同じようなことが繰り返されますと、やはりされている側は耐え

られなくなる、精神的にも参ってしまうと、こういうことが考えられると思います。相

手の気持ちを考慮せずに、人格、あるいは人間性を損なうような、そういう言動や行為

がありますと、やはりいじめにつながるんだということを私たちは十分認識すべきであ

りまして、これは冗談であるからいじりだと、こういうことで許されるものではないと

いうふうに思います。 

  ですから、そのあたりに関連して、光村図書出版などのものも見ますと、２年生のコ

ラムの中で、いじめといじりを考えようと、こういう教材が設けられまして、いじる側

と受け手の感じ方の違いについて、具体的な例を挙げて考えさせるようにしています。

こういうとらえ方が一番適切ではないかなというふうに思います。 

  したがいまして、教育出版につきましては、このあたりに課題があるということで、

私は不適切ではないかというふうに感じた次第です。 

 

武内委員 

  光村図書出版についてなんですけれども、教材として、とっても内容が豊かで、いろ

んな分野、いろんな項目に当てはまるようにとらえられていて、とてもいいなと思いま

した。学びのテーマというのも、考えが深められるようになっていて、とても多面的に、

いろいろな方向から考えられる問いになっています。見方を変えてというふうなことも

あって、ぜひとも子どもたちに読ませてやりたいなというふうな内容もたくさんありま

した。 

  そのあたりがとてもいいんですけれども、ただ、やはり１時間の授業で扱うには、読

み物としての分量がすごく多くて、今、道徳で求められている、子どもたちが自分を表

現するというか、話し合い活動とか、それぞれの持っている課題を解決するという学習
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につながるような時間的な配分は少し難しいのじゃないかなと、そこが懸念されます。

特に、文章の内容理解について課題のある生徒にとっては、やはり長い文章など、分量

的に多いと、じっくりと読んで、自分のこととして考えていくということが、なかなか

難しいのじゃないかなというふうに思いまして、そこが、光村図書出版の難点かなとい

うふうに考えました。 

 

篠永委員 

  私のほうからは、学研教育みらいの教科書について、少し発言させていただきます。 

  全体として、教材に主題が示されていないということで、主題を子どもたちがとらえ

にくいんじゃないかなというところと、それに伴って、曖昧になってしまうということ

につながっていくんじゃないかなと、全編を通してそういう印象があります。 

  それに伴って、テーマにあった教材設定とは言いにくいものも幾つかあったかなと思

います。例えば、私は医師ですので、２年生のブラックジャックなどが非常に興味深く、

私だけじゃなくて、ブラックジャックは皆さんも当然ご存じかと思います。私も、この

場面を小さいころに読みましたし、今でも実は記憶に残っているんです。そういう意味

でも、確かに子どもたちの目を向けるのにはいいのかもしれませんし、私にとっても、

ブラックジャックはとても腕がよくて憧れる設定ですし、手塚治虫先生も尊敬申し上げ

ているんですけれども、私自身が大人になって、このブラックジャックを、本当に医者

になった目から見ると、この先生は無免許なんですよね。で、保険医療機関及び保険医

療養担当規則という診療の体系についての決まりにのっとって、全ての患者さんを等し

く診察するというのがもう大前提なのが、我々医師という仕事でございます。ですので、

ブラックジャック先生は、そういう目で見ると、無資格医であり、診療報酬の規則など

を目にもとめず、自分の気持ちに合う患者さんしか診ないと。しかも値段は法外だった

り、ただだったりというので、学校外の時間で読む趣味というか、余暇としての読み物

としてはいいと私は思うんです。最近、漫画が教科書に取り上げられることが多くなっ

てはいるんですけども、果たして、この生命の尊厳を学ぶ教材として、この題材、この

登場人物が本当にいいのかなというのをちょっと疑問に思ったりするので、あまり教科

書の題材としてはよくないのかなと思います。 

 

京兼委員 
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  私のほうからは、廣済堂あかつきについて、述べたいと思います。 

  光村図書出版について武内委員が述べられたように、この出版社も非常にボリューム

が多いといいますか、読み物についても、大人の目で見ても非常に興味深く、考えさせ

る教材が多いんですけれども、中学校の１時間という限られた授業の中で、果たして扱

い切れるかどうかということと、やはり、このごろの子どもは余り読書しないというか、

この分量を果たして読み込むことができるのだろうかという懸念がございます。そして、

本冊と別冊ノートという構成になっているんですけれども、その教材が対応していない

というか、非常に読みづらくなっております。 

  他方ですね、教材としては非常によいものが多くて、生徒に考えさせる内容も多いで

す。また、ボリュームが多いんですけれども、各教材の最後に詩とか名言がありまして、

非常に印象に残ります。私としては、この名言はいいと思うんですけれども、果たして

子どもたちが、この教材をどこまで読み込めるかどうかということと、先生方としても

果たして１時間で扱い切れるかどうか、その点で、非常に残念なんですけれども、問題

があるんじゃないかなというふうに思います。 

 

岡田教育長 

  私からは、日本教科書についてですけども、まず最初に、ここの教科書はカラーユニ

バーサルデザインについての記述がないということで、やはり、人に優しいというのが、

道徳の中では必要な部分なので、そういう部分では、そのあたりについて記述がないと

いうのは残念かなというふうには思っています。 

  それから、主題ははっきりしている部分もございますけれども、それに迫る発問とい

うよりは、教材の読み取りとか心情理解とかに関する発問が多くて、そちらへ流れてし

まっているような部分が見受けられるんですね。今、これから求められる道徳というの

は、議論をすることというか、子どもたちのいろんな意見をぶつけ合いながら、その中

で深く踏み込んでいくような部分が必要になってきますし、実は、全国学力テストの生

徒への質問用紙の中での、茨木の子どもたちの一つの課題として、自分と異なる意見と

か少数派の意見を十分取り入れながら、自分のことも主張して、その中で折り合いをつ

けて結論を導いていくようなことがあります。そういうことが、この道徳の中でもやは

りすごく必要になってくると思っています。そういった点からも、今の茨木の子どもた

ちにとっては、議論していくという部分を教科書からも取り入れていきたいと思ってい
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ますので、心情理解だけで終わるというのは、国語の教科書的なところもございますし、

やはり子どもの意見を戦わすような、そういう教科書であってほしいなというところか

ら、ちょっと日本教科書には、もう一歩踏み込んだ設定が欲しかったかなというふうに

思います。 

  ほかに何か、ご意見等ございませんか。 

  よろしいですか。各委員のご意見から、選定外の教育出版、それから光村図書出版、

学研教育みらい、廣済堂あかつき、日本教科書の５者について、採択の対象としないこ

とが適切であると考えますが、異議ございませんか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、選定された東京書籍、それから学校図書、日本文教出版の３者について協

議をしたいと思います。３者の中から、採択する発行者を決めてまいりたいというふう

に思います。 

  ３者について、各委員のご意見をお願いします。 

 

篠永委員 

  ３者が最終的に残っているわけなんですけども、この３者に共通して言えることは、

他の５者と比較して、やはり教材のバランス性について、３つとも甲乙つけがたいとい

う点は、挙げておいていいかなと思います。 

 

京兼委員 

  この３者については、生徒たちが飽きないように、教材の取り扱いやレイアウトが工

夫されていると思います。また、選定委員の保護者の方々の意見でも、ほかの５者に比

べて、この３者が子どもたちにとって読みやすいというふうなご意見もございますし、

まず子どもたちが議論して、考えを深めるということで、子どもたちが興味を持って、

この教材に向かい合うという点で、やはりこの３者がいいと思います。 

 

武内委員 
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  今、京兼先生がおっしゃったのと重なる部分もあるんですけれども、この残った３者

については、今求められている、自分の意見を持って話し合うという話し合い活動とか、

問題解決学習というめあてが十分できるように、教材とか発問とか、そういうものが構

成されているというふうに考えます。そのあたりが、自分の意見を持ちながら、人の意

見を聞いたり、発表したりというあたりを注視しながら、自分自身を高めていくという

か、みんなで高め合うという狙いに沿っていっているんじゃないかなと思いますので、

この３者とも、そのあたりは配慮されていると思いました。 

 

片山委員 

  今、他の委員から、東京書籍、学校図書、日本文教出版につきまして、それぞれバラ

ンスの問題とか、レイアウトの問題とか、発問の問題とか、いろいろいい点が挙げられ

ましたので、私はこの３者の中で若干気になる発行者がありまして、それについてご意

見を申し上げたいと思います。 

  学校図書なんですが、体裁上の問題になろうかと思いますが、こちらにつきましては

サイズが大判でございます。で、文字も大きく、一見、そういう大きいことで読みやす

いかなと思ったんですが、逆に行間が広くなっておりまして、かえって散漫になって読

みづらいなと、そういう印象を持ちました。 

  また、目次のページを開きますと、教材のマークとか、活動のマークとか、大切な１

０のポイントのマークとか、いろんなマークが掲載されておりまして、目次の下に振ら

れているポイントのマークで、これは絵になっておるんですが、その中に若干小さな文

字が書かれておりまして、なかなか読みづらい、わかりにくいマークだなと思います。

表題はわかっても、そのマークがテーマをあらわしているのに、そのテーマがなかなか

わかりづらいということで、使いづらいなという感じがいたします。 

  他の２者を比較してみますと、１年間で学ぶテーマのページは目次のページの次に設

けられていまして、生徒が見通しをもってですね、どういうことを学ぶのかというよう

なことがわかりやすい、そういう工夫がレイアウト上されております。学校図書も、そ

のテーマについては巻末に、教材一覧という形で掲載されていますが、目次と巻末とい

うことで非常に離れていて、なかなか使いにくいというような点が、学校図書について

若干気になったところでございます。 
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京兼委員 

  私のほうからは、内容面について一言感想を述べたいと思うんですけれども、具体的

に言いますと、１年の教科書の「大人たちの都合で無数の子どもたちの命が」という教

材、１８４ページです。ここに、内乱の際に両腕を切られた少女の写真が載っていたん

ですけれども、確かに、そういう戦争にはむごい行為があるということを視覚的に訴え

るのはいいんですけれども、果たして、子どもたちが読む教材の写真として適切かどう

か。 

  私は法律家なんですけれども、いわゆる模倣犯ですね、そういう残虐な行為をまねす

るということが、よく新聞とかテレビ等をにぎわしていると思うんです。やはり、戦争

の悲惨さ、むごさ、あるいは人間の醜さを訴えるのにいいかもしれませんけれども、果

たして、そういう写真を載せるのがいいのかどうか。非常に視覚的に訴えるものがあり

まして、だからこそ逆に、別のインパクトを与える、特に可塑性に富んだ中学生にとっ

て適切であるかどうかということは非常に考えさせられました。 

 

篠永委員 

  京兼先生のご発言の趣旨によく似たところでお話しさせていただきますと、まず一点

目は、京兼先生の言及された写真に関しては、包帯が巻かれていて、血だらけというわ

けじゃないんで。 

 

岡田教育長 

  今は、学校図書についてですね。 

 

篠永委員 

  学校図書について、京兼委員に続けてお話しさせていただいてます。写真の妥当性と

いうことで、血のりがいっぱいあるのは、やはり、一般の方が見るのに、ましてや子ど

もたちが見るのにとどうだろうかいうところなんですが、そこまでではなくて、きれい

に包帯を白く巻かれていたということで、百歩譲って、いいんじゃないでしょうかとい

うのが、私の意見ではあります。 

  それ以外にもですね、学校図書の場合、確か３年生だったか、「心のおくりびと」と

いう、これは東北の震災で亡くなられた方のお化粧をしてという、命の尊厳に関して題
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材として取り上げるというものなんですけれども、このお仕事は、生前の方に敬意をあ

らわしてという、尊いお仕事で、何ら否定するところではないんですけども、題材とし

てですね、余り直近過ぎるのもどうかと思います。時節に応じて、新しいことも入れな

いといけないんですけども、震災の件に関しては、もしかして東北にお友達がいて、あ

るいは親戚がおられてということで、少しフラッシュバックを起こしたりというような

お子さん、あるいはご家庭があるのかもしれませんので、必ずしも新しい話題だったら

いいというところではないというところで、題材の取り上げ方、そのテーマとのマッチ

ングの仕方というところに関しては、京兼先生がおっしゃる趣旨とほぼ同じで、私も少

し適切でないかなと思います。 

 

岡田教育長 

  ほかにはどうですか。 

 

武内委員 

  同じく、学校図書の内容でちょっと気になるところについてなんですけれども、今、

篠永先生がおっしゃったように、死とか生命尊重というのを前面に出すのはとても大事

なことなんですけれども、１年生の教科書で、誕生という、自分が生まれたことから、

命の大切さみたいなことにつなげていっているというところはとてもいいなというふう

に私は思います。死を通して命の大切さを考えるということも大事なことかもしれない

けれど、誕生から命の大切さにつなげているというのはとてもいいと思うんですけれど

も、ただこの１年生の「あなたの生きようとする力」という題材で、誕生ということに

目を向けているのはいいんですけども、私としては、ここで取り扱われている写真が少

し気になるかなと思います。もっと夢にあふれるような写真が取り上げられなかったか

なというのが、少し気になるところで、そのあたり、先ほど京兼先生がおっしゃった、

写真の取り扱いというふうなことについては、どういうふうに受けとめるかというとこ

ろで、十分配慮する必要があるかなというふうに思います。 

  いろんな子どもたちが見るので、それがどうなのかな、どんなふうにとらえられるか

な、感じるかなというところの配慮というのはとっても大切じゃないかなというふうに

思って、学校図書については、私としては気になるところだなというように思いました。 
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岡田教育長 

  今、学校図書について、疑問点などが出てきていますけど、この道徳は、最初に教科

化されたのは、いじめというところからの大前提があって、これをどう克服していくか

というね、そういう部分があったと思うんですけど、そこに関連して、学校図書でも、

いじめについて出ているんですけど、特にこの３年生の「僕たちがしたこと」という教

材について、なかなか扱いにくいというか、１年生、２年生のいじめの教材があって、

そして最後、３年生に持ってきたときの、関わり方が、本当に現場としてはなかなか扱

いにくい教材が入っているのではないかなというふうに思っていて、私も学校図書につ

いては、そういう感想を持っています。 

  今、私も含めて５人の意見がいろいろ出まして、皆さんのご意見を伺うと、学校図書

はなかなか難しいということで、東京書籍と日本文教出版の２者で考えさせてもらうと

いうことでいかがでしょうか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、この２者についてのご意見を、またお聞きしていきたいと思います。 

 

武内委員 

  東京書籍は、巻末のところに心情円という、操作できるようなグッズがついているん

ですけれども、これについて、とてもおもしろいなというふうに思いました。言葉では

なかなか自分の感情を言えない、言いあらわせないような、微妙なところのときに、こ

の心情円を使って、今こういうふうに感じるよというふうなことを、自分自身で設定し

たり、お友達に見せたりというふうなこともできて、でも自分はこうだというふうなこ

とのやりとりになって、その今の感じたこと、こう思うというふうなことを話すきっか

けとして使えるところがいいかなというふうに思いました。 

  で、この東京書籍のいいところというのは、もう一つ、教材の最後のところにある、

考えてみようというのが、何と言うのかな、絞られ過ぎないで、広く考えて、いろんな

意見が自由に出せるような問いかけになっているなというふうに思いました。あまりに

も畳み込んでいくような問いかけで、子どもを誘導していってしまうような設問じゃな
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くって、幅広く、いろいろな考えが出てくるような問いになっているなというところが

すごくいいなというふうに思っています。 

 

片山委員 

  今、武内委員が、広く考えるということが道徳の場で大事だというような点をおっし

ゃっておられました。確かに道徳では、多面的に物事をとらえて、議論して、考えを深

めていくと、こういうことが教科の中で求められておりますが、私は日本文教出版さん

は、この点でいろいろ工夫をされているなというふうに感じております。 

  道徳科の学びのページというのがありまして、ここで共通的な学び方のポイント、こ

れをまず示しておられます。で、続きまして、学習の進め方のページというのがありま

して、これは各教材に応じて、問題解決的な学習とか、あるいは体験的な学習をするこ

とができるように、いろんな具体的な例を子どもたちに示して、生徒みずからが学習を

具体に進めていく、こういうことに非常に役立つのではないかなというふうに思います。

そういう生徒の目線に立ってですね、このあたりがうまく工夫されているなというふう

に思います。 

  そして、もう一つは、道徳ノートが３者の中では唯一つけられております。学んだこ

とをですね、道徳ノートに自分の考えを整理して記載すると、こういうことができます

し、またその記載した積み重ねを振り返ることで、学びの広がりとか、あるいは深みを、

生徒みずからが確認することができる。こういう使い方もできるんではないかというこ

とで、そのあたりの工夫がよかったなというふうに印象を持っております。 

  以上です。 

 

岡田教育長 

  ほかにご意見はございませんか。どうですか。 

 

武内委員 

  先ほどの学校図書の部分で、ちょっと言わせていただきましたけれども、命の大切さ

ということを誕生から取り上げるというふうなところがふさわしいなという思いを持っ

ているんですが、東京書籍のほうの３年生の「あなたはすごい力で生まれてきた」、こ

れが日本文教出版のほうにも取り上げられていて、こちらのほうは１年生に入っていま
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した。 

  内容的なことを見てみると、同じ文章なんですけれども、日本文教出版のほうは、そ

の前文のほうを入れていて、東京書籍のほうは、その中身の後の部分を入れていて、こ

の後の部分が入っているということが、私は、前向きに人間だけじゃないいろんなもの

に命があるということにもつながるし、自分自身がこれからどういうふうに生きていっ

たらいいのかというふうなことにもつながるので、この取り上げ方のほうがいいかなと

いうふうに思いました。１年生でどの程度理解できるのかというのもあって、３年生の

ほうがふさわしいんではないかなというふうな気もしています。 

  それと、この「あなたはすごい力で生まれてきた」というのは、日本文教出版のほう

は写真が掲載されているんですが、東京書籍のほうはすごくすてきなイラストで、すご

く夢のある、あったかい雰囲気の絵が描かれていて、何か生命ということに対しての意

味とか、夢とか、そういうものにつながるような取り上げ方がされているので、私は東

京書籍のこのあたりも含めて、推したいなというふうに思っています。 

 

京兼委員 

  今、武内委員のおっしゃった「あなたはすごい力で生まれてきた」、確かに日本文教

出版は１年生なんですけれども、私は逆に、１年生で身近な問題としてとらえるという

こと、学年が上がるにつれて、それなりに身近な問題から社会との関わり、そこから将

来、自分が社会に出てからのキャリア教育とかいう問題から行きますと、私は日本文教

出版の取り扱い方のほうがいいんじゃないかと思っております。また、写真についても、

非常に心が温まるような写真が掲載されております。東京書籍は結構、漫画があって、

子どもたちにわかりやすいのかどうか知りませんけれども、少しどうかなという思いが

ございます。 

  それと、日本文教出版の場合は、発問が多いのが特徴で、生徒に気づかせたいことが

問いになっています。特に、中学生の道徳の教科書ともなると、非常に奥深いものがあ

ります。いろんな多角的な面から考えないといけないということで、そういう発問が多

いということは逆に、議論がしやすいんじゃないかな、あるいは生徒が気づきやすいん

じゃないかなという点で、日本文教出版がいいと思いました。 

 

篠永委員 
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  東京書籍、日本文教出版、どちらもいいので、なかなか甲乙つけがたいんですけども、

共通のテーマであるところで言及させていただきますと、例えば「勤労のとうとさ」な

ど、仕事についてを教材にした、看護について、両方とも取り上げられています。日本

文教出版は、そのとおり尊いお仕事というふうに題材の文章が進んでいくわけなんです

けども、東京書籍はちょっと違っていて、そこに、でもやはり看護師さんって大変なん

だよというところが、少し書かれているんですね。しんどいとか、つらいとか、そうい

う苦労のこともあって、やはりどんなお仕事も尊いわけですけども、苦労を乗り越えて、

なおかつやっぱり働き甲斐というところが見えてくるところも重要な論点の一つじゃな

いかなというところ、いいところばっかりというのもどうかなというところで、東京書

籍の取り上げ方がいいかなと思います。 

  それと、医学のことばっかり言って恐縮ですけども、医学の題材で言えば、みんなに

共通の、みんな知っている事項としてニュースでやりますから、そういう新しい治験、

知識のことを取り上げるという、日本文教出版では、ＩＰＳ細胞で山中教授のことを取

り上げていて、でも、新しければいいというものでもなくて、まだ、これは、臨床応用

が始まったばかりでして、治療方法としては、今、確立していないと言えば確立してい

ない。それで、全ての疾患に応用できるのかというと、それもまだわからない。山中教

授が、私も尊敬申し上げていますし、頑張っていただきたいのは、皆さんと同じで、何

ら否定するものではないんですけども、教授みずからもですね、富士山で例えるとまだ

やっぱり結構低くて、山頂まではまだまだ遠いんだというふうにご自身でもおっしゃっ

ているぐらい、そういう少し曖昧な、結論に至っていないような治療のテーマよりも、

東京書籍は、医学の分野では、同じ再生医療的なことで、骨髄バンクの治療ですね、あ

れはもう確立した治療で、どなたが読んでもあまり異論のない、生命の再生について、

そしてそれを提供するということについてということで、道徳のテーマとしては非常に

いいのかなというふうに思うので、テーマに関しての取り上げ方としては必ずしも新し

いものがいいというわけではないかなと僕は思いますので、そういう意味では、東京書

籍のほうが上手、おもしろい、非常に細部まで工夫を行っているのかなという気がしま

す。 

 

岡田教育長 

  ほかにご意見ございませんか。 



 

－ 21 － 

 

京兼委員 

  中学生というのは、本当に成長著しい時期、思春期で、義務教育を終えれば、最近は

少ないんですけれども、仕事につく方とか、多くは高校等に行くんでしょうけれども、

その中で、やはり社会に目を向ける、あるいは将来自立するために働くということが非

常に大切なことだと思うんです。で、日本文教出版さんは、そのあたりについて、働く

ことの意義、働くことの喜び、苦しみ、生きがい等について、適切な教材を幾つか取り

扱っておられます。これは、中学生にとっては、自分の将来の生きざま、あるいは何を

して生きるべきかということを考える、あるいは議論する上で、非常に重要なテーマを

適切に提供しているんじゃないかというふうに思います。 

  それと、注釈が非常に丁寧です。多くの出版社の中で、「二通の手紙」という共通の

教材があったんですけれども、そこでですね、日本文教出版の場合は、それなりにきっ

ちりとした注釈をしておられます。それと、懲戒処分について、またこれも共通教材に

あったんですけれども、その点について、職場の規律を乱す行為に対する罰則等で、結

局、日本文教出版の場合は、専門家が後閲をしているということで、それなりのきっち

りとした注釈なり、方向づけができているんじゃないかと思います。例えば、防災安全

教育に関する校閲、人権法教育に関する校閲については、元検察官であり、現在弁護士

の方等ですね、普通の編集委員以外に、さらにプラスして専門的なチェックといいます

か、そういうところまで行き届いているのがすばらしいというふうに思います。 

 

篠永委員 

  身近な話題はという話で言いますと、東京書籍のほうで言えば、情報モラルって両方、

もちろん取り上げられているんですけど、１年、２年、３年と系統立って、学習できる

ように設定されているのは東京書籍かなと思います。身近な話題として、いじめにつな

がるようなことですし、「合格通知」の題材だったり、「スマホに夢中！」とか、そう

いう、子どもたちが実際、日々やっているようなことを題材にとってというので、非常

に身近なことと言えば身近なことで、だから東京書籍も負けず劣らずというところかな

と思っております。 

 

片山委員 
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  今、篠永委員のほうから、スマホについての身近な題材ということで取り上げていた

だきましたけど、確かに、いじめに関する最近の現代的な題材として、スマホというの

が大きなウエートを占めてきつつあるというのが、よくわかります。 

  茨木の中学生の道徳に対する価値観といいますか、どういうふうな現状にあるのかと

いうことを、平成２９年の全国学力学習状況調査で、若干調べられております。で、茨

木の子どもたちは、いじめに対して、絶対よくないと思っているという、こういう割合

は確かに増えているんですが、全国との比較においては、やはりまだ低いというような

結果が出ておりますし、また、困っている人を進んで助けることについてですね、否定

的な割合が、全国よりも若干多いというようなことで、まさにこの道徳教育を通じて、

茨木の子どもたちの将来をしっかりとつくっていく必要があるというふうに感じていま

す。 

  そういう道徳の教科化の背景もありますし、このいじめに対する取り上げ方をどうす

るかというのが、この教科の中で大きなウエートを占めているんではないかということ

で、日本文教出版を見ますと、全学年を通じてですね、いじめと向き合うという、こう

いう大きいタイトルをつけたページを設けられていまして、いじめとどう向き合うのか、

そして人間として、誇りある生き方について、どう考えていくのかと、こういう問題提

起をされております。そして、教材の後ろに、プラットホームというページがありまし

て、この中でいじめの構造、あるいはそのいじめの背景と心の状況、子どもたちの心の

動きとか、そういう問題の分析、そして多岐にわたる人権の問題、それからいじめと法

律との関係とか、あるいは、どういうようなときに人を攻撃するようになるのか、そう

いう理由とか、攻撃せずに気持ちや考えを伝える方法とか、もう一つは心の窓を広げよ

うというふうに、いじめに関わるあらゆる現象をですね、非常に多面的に取り上げてい

ただいていまして、本当に子どもたちが、いじめを広く理解し、幅広く考える、こうい

う面で、私は日本文教出版は非常に工夫されているなと、力を入れていただいているな

というふうに感じております。 

 

京兼委員 

  片山委員の意見にありましたように、いじめをなくすためにということで、いじめと

法律について、日本文教出版は非常に適切な記述となっています。確かに、子どもたち、

小学生、中学生は未成年、いわゆる刑事責任無能力ということで、刑事責任は問われま
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せん。でも、いじめそのものが法律では犯罪になる恐れがあるということを、明確に記

述しておりまして、いじめというのは子どもたちに刑事責任能力がないから、あまり犯

罪という感覚がないんですけれども、実際は、れっきとした犯罪に該当する行為もあり

ますし、単に処罰されないから規範意識が薄くなるというか、だからといって許される

ものではないし、実際にはやはり犯罪だということは、きっちり教えるべきだと思いま

す。単に処罰されないからいいってものでもないですし、もちろん、法律に触れさえし

なければいいというものでもないですけれども、法律というのは最低限の常識というか、

ルールですね、お互いが気持ちよく社会生活を送るために何をすべきかというものです。

かといって、法律に触れない行為であったとしても、ほかの人を傷つける、それは決し

てあってはならないということを、日本文教出版は非常にわかりやすく書いておられま

して、できたら他の出版社の方々も、法律の専門家の校閲といいますか、協力を得て、

適切な記述になるようにできたらいいなと思います。特に、中学生の道徳は、非常に多

岐にわたりまして、専門的な知識も必要じゃないかなというふうに思います。 

 

篠永委員 

  内容的に、もう本当に、何回も言っているように甲乙つけがたいところなんですけど

も、やはりそもそも、ここの土俵までの過程の中で、選定委員の方々が答申でおっしゃ

ってくださっていたことが非常に心に残っています。それは、教育長も冒頭でおっしゃ

っていましたし、片山委員もおっしゃっていましたけど、やはり私たち、教師は子ども

たちに討論をさせたい、話し合いをさせたいというふうな趣旨のご発言を承っておりま

したし、なおかつ中学校の道徳の教科書としては初回になるわけで、その中で現場の先

生も、クラスの中で、いろんなテーマで議論を組み立てていく中で、どの教科書がやり

やすいかという、初めのスタート地点を今、振り返ってみると、そういう意味で、この

２者に絞るときの片山委員の言葉もやはり考えないといけないなと感じます。内容は、

僕は東京書籍のほうが割といいかなと思うんですけども、いろいろ、授業を組み立てや

すい構成になっているのは、日本文教出版は、やはりどちらかというと議論をしやすい

ようには、確かになっていると思うんです。 

  小学校の教科書選定のときは、ノートがあると逆にという話もありましたけども、答

申の中で、先生以外の保護者の方の意見として、ある程度、そういうノート的なもので、

こういうことを考えているんだ、こういうことを授業でやっているんだというのを見れ
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ば、親も安心するというようなお話もお伺いする機会がありましたし。中学校道徳の初

年度というところにやはり重きをおいて、現場の先生が、活発な議論、発言のある道徳

の授業を組み立てたいという願いがあるというところも踏まえていくと、やはり、日本

文教出版のほうに、その点で、軍配が上がるのかなという気になってきております。 

 

岡田教育長 

  各委員のご意見をいろいろ伺いますと、２者ともよい点が多くて、本当に甲乙つけが

たいところでございますけど、今、いろいろなご意見をお聞きした中で、日本文教出版

を推す意見のほうが最終的に多くあったように思いますが、ほかにご意見ございません

か。 

  私自身は、東京書籍のほうは、特にいじめと生命の尊重についてという、３つの教材

のユニットがありますので、いじめというところで発信していただいているというとこ

ろがあると思います。 

  日本文教出版のほうは、アサーショントレーニングというか、非攻撃的自己主張とい

うか、自分の意見をわかってもらうためには、どういう形で相手に伝えていくかという

のがすごく大事なところで、これは中学生にとってもすごくいいトレーニングの内容に

なっているのかなというふうに思っていて、最初に言いましたように、やはり今、茨木

の子どもたちで、課題があるところというのは、自分と異なる意見に対して、本当にそ

の意見を汲んで、いろんな形で議論できるかといったら、そこが弱いというのが、実際

には数値として出ていますし、その部分で言えば、このアサーショントレーニングがす

ごく生きてくる部分かなと、一つ思っています。 

  もう一つが、道徳と人権教育、これは重ならないんじゃなくて、一部重なる部分がた

くさんあって、その部分がこの道徳の教科書にも入ってくるべきだというふうに私自身

は思っていまして、そういう部分では、人権問題について、中身をどうこうというより

は、それにアプローチするような心が培われているかどうかという部分が、やはり道徳

の部分だというふうに思っていて、そういう点では、日本文教出版のほうが、人権問題

も少し含まれているのかなと思います。 

  で、全部の教科書を見ていて、少し残念に思うのが、多文化共生のところがすっぽり

と抜けている点です。今、日本には本当に多くの外国の方が住んでおられて、また労働

者としても来ておられるという中で、本当にその他国の文化を吸収するようなそういう
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部分があるのかなという、それが道徳の中でどういうふうに生かされていくのか見てい

たんですけど、あまりどの教科書の中にもないというのが、今回私がこの選定に携わっ

た中では残念な部分だなと思っていて、今後、教科書の中でそういう部分が増えていけ

ば、本当に融合した中での道徳が、子どもたちの議論の中で深く入っていってくれるの

ではないかなというふうに思っています。だから、外国のことを引っ張ってくるから多

文化共生ということではなくて、やはり身近な中でのそういうふうな、いろんな関わり

の中で育っていってくれる、そういう教材があればすごくいいのかなというふうには、

個人的には思っている部分です。 

  今、意見をお聞きして、日本文教出版のほうがいいのではないかというご意見が多か

ったんですけども、ほかにご意見ございませんか。 

 

武内委員 

  私が一番懸念するのは、やはり道徳ノートとか、それから問いかけによって方向性を

絞られてしまうというところがね、もちろん授業経験の少ない先生も授業を組み立てや

すいだろうというのは、そうかなとは思うんですけれども、その方向を教科書によって

絞られてしまって、ノートに書けていればいいとかね、それから、こういう方向に話し

合いを持っていかなければいけないんだというふうになってしまうことを、とっても恐

れます。だから、できるだけ、そのノートの活用の仕方ももちろん、授業の中で考えて

いってほしいなというのは、すごく思います。子どもたちの本当の、本心が出るような、

素直に出せるような、そういうふうな授業を構築していってほしいというのが一番の願

いです。 

  だから、東京書籍がいいか、日本文教出版がいいかと言われると、それぞれにね、今、

委員の皆さんがおっしゃったように、いい面もあれば、ちょっとこれはこっちのほうが

いいんじゃないかなということもあるとは思うんですけれども、それをいかに子どもた

ちに提起していくかという、その授業のあり方みたいなことを一番期待したいところで

すので、ほかの先生方から、日本文教出版のほうがいいんじゃないかというふうなご意

見が出ていますが、私が今言ったような、授業のあり方みたいなことも含めて、学校現

場で効果的にこの教科書を使っていってくださればいいなというふうに思います。 

 

岡田教育長 



 

－ 26 － 

  特にほか、ご意見はございませんか。 

  現場の先生方がどういうふうに使っていくかというのは、現場で考えていただくこと

にはなりますけど、今、意見をまとめるという形になりますと、日本文教出版のほうが

ご意見が多かったということですが、ほか、ご意見はよろしいですか。 

  それでは、採択する発行者を日本文教出版に決めたいと思いますけれども、よろしい

でしょうか。 

 

   （各委員「異議なし」の発言あり） 

 

岡田教育長 

  それでは、中学校道徳につきましては、日本文教出版を採択することといたします。 

  よって、議案第２６号は、以上のとおり可決いたします。 

  以上をもちまして、本日の議事日程は全部、終了いたしました。 

  平成３０年第９回茨木市教育委員会定例会を閉会いたします。どうもご苦労さまでし

た。 

 

（１５時３０分 閉会） 



 

－ 27 － 

以上会議の顛末を記載し、茨木市教育委員会会議規則第１７条によりここに署名する。 

 

 

 

 

平成３０年７月２３日 

 

 

 茨 木 市 教 育 委 員 会 

 

 

              教 育 長               

 

 

              署 名 委 員               

 

 

 



月　　日 行　　　　事　　　　名 場　　　　所 出　席　者 担 当 課

6月9日（土）
第２土曜科学教室
　　　　昆虫の世界をのぞいてみよう
（参加者：33人）

教育センター 関係職員
教育セン
ター

 6月9日（土）
 6月16日（土）

映画会
（開催回数：  2回　参加者：延べ 84人）

中央図書館 関係職員
中央図書
館

3月28日（水）
～

6月25日（月）

茨木市立文化財資料館 コーナー展
掘りたてホヤホヤ　－発掘速報展いばらき2017
－
（入館者数：延べ3,383人）

文化財資料館 関係職員
歴史文化
財課

4月25日（水）
～

6月25日（月）

第20回茨木市立文化財資料館企画展
太田茶臼山古墳と古市古墳群
（入館者数：延べ2,224人）

文化財資料館 関係職員
歴史文化
財課

6月30日（土）
キャンプカウンセラー激励のつどい
（参加者数：90人）

青少年野外活動セン
ター

教育長
片山委員
篠永委員
武内委員
関係職員

社会教育
振興課

7月7日（土）
子どもセミナー（七夕★天の川キャンドル）
（参加者数：79人）

上中条青少年セン
ター

関係職員
社会教育
振興課

7月8日（日）
平成30年度民謡踊り講習会
（参加者数：35人）

生涯学習センター
きらめき
きらめきホール

関係職員
社会教育
振興課

 6月9日（土）
～

 7月8日（日）

子ども向け工作等行事
（開催回数：4 回　参加者：延べ219人）

中央図書館ほか 関係職員
中央図書
館

 6月9日（土）
～

 7月12日（木）

おはなし会
（開催回数： 34 回　参加者：延べ2,418人）

中央図書館ほか 関係職員
中央図書
館

平成３０年第９回茨木市教育委員会定例会事務報告

平成30年6月9日～平成30年7月13日


